
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

飯豊町立第一小学校 令和８年７月 図書担当   家庭数  

金曜日はみんなで読書 

今年度は、毎週金曜日に読書の時間を 15 分間設けています。あ～すまいり～ずさん

による読み聞かせを行っていただいたり、各自好きな本を読んだりしています。 

今年度も本校では、校是にある「美しい心」を育むために、読書活動に力を注いでいき

ます。各学期に１回ずつ、「かぞく読書」期間を設ける予定です。また、山形県や飯豊町で

は「毎月第３日曜日は親子読書の日」として、家族で楽しむ読書を推進しています。ぜひ

ご家庭でも、お子さんと一緒に本を広げる時間をつくっていただけたら幸いです。 

かぞく読書へのご協力ありがとうございました 
 読んだ本 『むしこぶみつけた』 （１年）   

 

〈ぼく・わたしの感想〉 

 むしのしょっかくがおもしろかった。むしこぶのなかにようちゅうとうんちが 

あったところがおもしろかった。 

 

〈おうちの人の感想〉 

 「この葉っぱ、家の近くにもあるね。」「この虫に○○ちゃんさされたんだって。」「これは食べられない

ね。」など、１ページめくるごと興味を示して読むことができました。 

 

読んだ本 『くろねこかあさん』 （１年）   

 

〈ぼく・わたしの感想〉 

 くろねこかあさんは６ぴきうんですごいとおもった。 

 

〈おうちの人の感想〉 

 今、お腹の中に赤ちゃんがいるので、興味があって借りて来たのかと思うとうれしくなりました。一緒

に本を読むいい機会になりました。これからも、いろんな本を読んでいきたいと思います。 

 

読んだ本 『やっぱりじゃない!』 （２年）   

 

〈ぼく・わたしの感想〉 

 やっぱりじゃないはいっぱいあるのがあっておもしろいです。サラダとか 

パパイヤとかまめとかあっておもしろかったです。 

 

〈おうちの人の感想〉 

 １回読んだことがあると言っていたため、読み聞かせをしてもらいました。 

「これは何だと思う？ヒントは…」と楽しそうに教えてくれました。同じシリーズ 

でほかにも絵本があるようなので、今度はいっしょに考えながら読みたいです。 

 

読んだ本 『あつかったらぬげばいい』 （２年）   

 

〈ぼく・わたしの感想〉 

 ママにかってもらった本をよんでわたしが気に入ったところは、「だれもきずつけ 

たくなかったらじょうずなうそをつけばいい」です。ヨシタケシンスケさんの本を 

また読みたいです。 

〈おうちの人の感想〉 

 私が読んでお互いに気にいったフレーズを言い合いました。私は「なにもかも 

どうでもよくなっちゃったら、コンビニでバカみたいにかいものすればいい」が好きです。大人も子ど

もも共感できる内容で、たまに読んで、またその時にひびくフレーズを子どもと話したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

カラー版はこちらからご覧ください→ 

裏面もご覧ください 

 



読んだ本 『わすれものとどけます』 （３年）   

 

〈ぼく・わたしの感想〉 

 ６年１組にお姉ちゃんのわすれものをとどけにきただけなのに、ほかの６年生 

たちがわらっていてひどいと思いました。さいごにかいだんをおりているときに 

じゅぎょうにまにあうかしんぱいになりました。 

 

〈おうちの人の感想〉 

 本屋さんで見つけて「読んでみたい！」と言った本を一緒に読みました。きんちょうして言葉につまってしま

い、６年生に笑われた弟をかばうお姉ちゃんがかっこよくて、胸がぎゅーっとなりました。一緒にいてくれた

友だちもやさしくて、こんなやさしくて心の強い人になれたらすてきだなと思いました。 

読んだ本 『包丁を使わないで作るごはん』 （３年）   

 

〈ぼく・わたしの感想〉 

 ぼくはとくにチョコパイタワーがつくってみたいです。おいしそうだからです。 

あまいのがあきるので、生クリームを少なめで作りたいと思います。 

 

〈おうちの人の感想〉 

 料理にも興味を持ち、休日は包丁を使ったり、フライパンで焼いたりするものを 

一緒に作ったりすることも増えました。危険の少ないレンジ料理やピーラーの使い方など、本を見て初めて

知ったものもあるので、今度一緒に作りたいと思います。 

読んだ本 『おとな体験授業？』 （４年）   

 

〈ぼく・わたしの感想〉 

 こうたが紙に何も書いていなくてふしぎだった。授業の最後らへんにしょうらいの 

しょくぎょうを決められていてすごいと思った。ぼくもしょうらいのゆめを決めて 

そのしょくぎょうにつきたいと思った。 

 

〈おうちの人の感想〉 

 自分が大人になったらどんな職業につきたいのか、わくわくしながら書く子や 

何も浮かばず固まってしまう子…どの子も不思議な授業の後は、それぞれ自分の 

やりたいことや、何か自分でうれしいと感じるか見つかっていました。体験するこ 

とって大切だなと思いました。 

読んだ本 『水辺の生物』 （４年）   

 

〈ぼく・わたしの感想〉 

 オオクチバスの目は口の後ろまでとどくことを初めて知りました。チャネル 

キャットフィッシュはアメリカナマズということを知りました。 

 

〈おうちの人の感想〉 

 水辺の生き物の本を借りてくるところが○○(お子さんの名前)らしいなと思いました。 

亀の脱皮を見て、こんなふうに脱皮するんだ！とびっくりしていました。「家にいる 

亀は載っていない」と見分けることができていました。興味のあるものはしっかり読んで覚えているのがすご

いなと思いました。 

読んだ本 『読書感想文が終わらない！』 （５年）   

 

〈ぼく・わたしの感想〉 

 読書感想文の書き方を改めて知りました。と中ででていた「ミサキちゃん 

シリーズ」の話で、「ハリーはハリーでもポッターじゃない」というセリフが好き 

です。 

 

〈おうちの人の感想〉 

 自分が子どもの頃、読書感想文を書けていたことを思い出しました。本が好きになって、作文が自分なりに

上手に書けるとうれしかったなと。この本を読んで本好きな人や読書感想文が好きな人が増えるといいなと

思いました。 

 

読んだ本 『すごいトイレのはなし』 （５年）   

 

〈ぼく・わたしの感想〉 

 わたしは、「トイレなんかきたない！」と思っていたけど、作者は「だれもが毎日行く 

ところで食事と変わらないくらいで当たり前で大切なこと」と作者は言っていて、 

「たしかに」と思いました。 

 

〈おうちの人の感想〉 

 トイレの本を借りてきて最初はおどろきましたが、一緒に読んでいたらとてもおもしろかったです。日本に

ある珍しいトイレも紹介されていて「このトイレすごい！」と話しながら、楽しく読ませていただきました。 

 

読んだ本 『クジラのおなかからプラスチック』 （６年）   

 

〈ぼく・わたしの感想〉 

 海の生き物がゴミにこまっているから自分からゴミを捨てないようにしたいと 

思いました。 

 

〈おうちの人の感想〉 

 前から言われているゴミ問題。プラスチックがあることで、私達の生活は快適に 

なっている反面、海の生物に害がいっている。改めて、ゴミの分別の大切さ、いかに 

ゴミを出さないかを考えるきっかけになる本でした。 

 

読んだ本 『銭天堂 吉凶通り４』 （６年）   

 

〈ぼく・わたしの感想〉 

 ラッキークッキーの話を読んで、小さな不幸でもいずれ運がめぐってくることが 

分かりました。なのでこれから失敗しても「これからがんばろう」と思ったり、まちがえ 

ても前向きに生きていけるようになりたいです。 

〈おうちの人の感想〉 

 「よいことも悪いこともみんなよいこと」という言葉がキーワードになっています。 

学校生活でこの話のようなことが起きていたらと思うと、ドキッとしながら読みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


